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事 業 報 告 書 

工組・支部名 ： 北海道電気工事業工業組合 帯広支部 

資 料 提 出 日 ： 令和元年 9月 12日 

  

１．【事業名】   電気だよ！全員集合 

 

２．【実施日時】 令和元年 8月 4日（日） 

 

３．【実施場所】 帯広西 2条南 8丁目藤丸前（オビヒロホコテンに参加） 

 

４．【提言書 2016との適合性】本事業に当てはまる項目番号と提言書ページ数をご記入ください 

  ①人材育成と後継者育成（P.5～）  ②組合員の経営安定化の支援（P.12～） 

  ③技術・施工品質の向上と経営能力の向上（P.16～） 

  ④その他（               ） 

◎項目番号：  ④        ◎提言書ページ：  P.19      

 

５．【事業目的】  

団塊世代が引退を向かえ、電気工事業継続・発展のために、若者が電気工事を志す環境を作らな

ければなりません。 

 私達、青年部員は、今後担い手となる若者に、将来の選択肢の一つとして、電気工事業を知って

もらい、また、その魅力を発信する必要があります。今回、業界ＰＲ事業として、家族で参加する

イベント（オビヒロホコテン)へ出店し、若年層に電気工事業の魅力を知ってもらう機会を作りま

す。 

 

６. 【事業内容】  

若年層への業界の魅力発信する業界ＰＲ事業を開催します。 

内容は、下記の項目とします。 

・電撃イライラ棒  

・発電自転車 

・高所作業車試乗体験  

・子ども用の腰道具、ヘルメットを着用し写真撮影 

・スタンプラリー 子ども電気工事士の証明書を発行。 

・北電様ブース（手回し発電で写真撮影） 

・オレンジリボンの PR(チラシ配り) 

 

７．【参加員数】 青年部員 18名 

 

８．【外部協力者】 北海道電力㈱送配電カンパニー帯広支店 10名 
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９．【事業総額】  

 予 算 実 績 備 考 

事 業 予 算 150,000   

収 

入 

    

    

    

支 

出 

電撃イライラ棒製作費 80,000 33,810   

（盤関係） （30,000） （10,000）   

（電線管他） （20,000） （21,170）   

（その他） （30,000） （2,640）  

子ども用腰道具他 25,000 21,042  

（ボッシュツールベルト） （15,000） （14,634）  

（ヘルメット） （10,000） （6,408）  

昼食代・飲み物代 20,000 21,693 予算 1,000×20 名 

（昼食代）  （15,653） 24名 

（飲み物代）  （6,040）  

車両燃料代 10,000 5,000  

予備費 15,000 15,175  

（会場設営備品）  （6,500） テント、電源 

（クリーニング代）  （7,344） ハッピ 

（雑費）  （1,331） スタンプ、ラミネート台紙 

    

    

    

合計 150,000 96,720  

 

 

10．【事業の成果】  

 青年部(両委員会の合同事業)と北海道電力様にご協力いただき、オビヒロホコテンに参加して、電気工

事業界をＰＲしました。 

 当日は天候に恵まれ、暑い日となり、街中で七夕祭りが開催されていたこともあり、多くの来場者が来て

大盛況となりました。 

電撃イライラ棒、発電自転車、高所作業車試乗体験、子ども用の腰道具・ヘルメットを着用しての写真撮

影、子ども電気工事士の証明書の発行(スタンプラリー制覇したら)、オレンジリボンの啓発運動、手回し発

電での写真撮影(北電様)と多様な体験を用意しました。 

当日の声として、高所作業車の体験をした子供が「高所作業車に乗りたいから電気屋さんになりたい」、

「腰道具カッコいい」大人の方が「電撃イライラ棒は懐かしくて良かった」等の意見がありました。また、青年

部内では、電撃イライラ棒製作でパイプベンダーの使い方が上達した、発電自転車のシーケンス制御を組

むことで勉強になった等の声もあり、多少ではありますが技術、知識の向上にもつながりました。また、複

数の会社から製作に必要な資材の寄付を頂き、ありがとうございました。 

以上の内容から、電気工事を多くの方にアピールでき、事業の目的を達成できたと思います。 
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来年もオビヒロホコテンに参加して継続的に業界ＰＲ事業をしていきたいと思います。 

 

11．【反省点または工夫した点】   

・来場者数増を狙い、開催日を七夕祭りの開催日に併せた事。 

・30年ぶりぐらいに青年部のハッピを着てお祭り気分にした。 

・電撃イライラ棒の１９名のクリア者がいました。(挑戦者 150名程度？)挑戦している人を見て楽しそう自分

ならクリア出来そうと思い、参加した方もおり、難易度はちょうどよかったと思います。 

・昼食の飲食店を事前に決めておいたのですが、昼時のため混んでいたので次回は予約するなど方法を

考えたいです。 

・子供用ヘルメットと安全帯の個数を増やし、事前に待つ子供に高所乗れる体制にして回転を速くする。 

・スタンプカードを用意したが説明不足だったため趣旨を理解してもらえなかったので次回は趣旨説明の看

板もしくはカードに明記して周知したいと思います。 

・高所作業車のスペースが予想以上に必要だったので高所作業車の選定は事前に限定して行いたいと思

います。 

・準備、イベントの手伝いが人員不足だったので次回は参加部員を増やせるように情報発信していきます。 

 

１2．【別添資料（写真・動画等）】  
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